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車
上
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
得

Ｄ
Ｘ
推
進
策
の
一
環
と
し
て
、
東
武
鉄

道
が
導
入
し
た
の
が
車
上
デ
ー
タ
有
効
活

用
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」（Rem

ote 
m

onitoringoftraintouse effectively

）

で
あ
る
。
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
は
走
行
中
の
列
車

が
得
た
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
上
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
送
信
す
る
も
の
で
、
そ
の
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
、
分
析
な
ど
を
行
っ
て
、
円
滑
な
運

行
や
サ
ー
ビ
ス
に
有
効
活
用
す
る
。
２
０
１

６
年
よ
り
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
で

先
行
導
入
し
、
２
０
２
０
年
に
東
京
メ
ト
ロ

日
比
谷
線
直
通
車
両
７
０
０
０
０
系
の
一

部
、
今
年
度
か
ら
７
０
０
０
０
系
全
車
両
に

拡
大
を
進
め
本
格
運
用
を
開
始
す
る
。

Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
導
入
に
つ
い
て
、
鉄
道
事

業
本
部
技
術
統
括
部
車
両
部
の
今
村
憲
司
車

両
企
画
課
長
は
「
１
９
９
７
年
か
ら
新
型
車

両
に
は
車
両
情
報
制
御
装
置
を
搭
載
し
、
そ

の
デ
ー
タ
を
機
器
の
故
障
調
査
に
使
用
し
て

い
た
が
、
そ
の
都
度
車
両
か
ら
記
録
媒
体
を

引
き
抜
き
、デ
ー
タ
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
２
０
１
６
年
か
ら
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
革

新
に
よ
り
、
走
行
中
の
車
両
か
ら
の
取
得
が

可
能
に
な
り
、
従
来
の
デ
ー
タ
分
析
が
飛
躍

的
に
容
易
に
な
る
と
と
も
に
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
デ
ー
タ
の
活
用
も
実
現
し
た
」
と
語
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
か
ら
は
例
え
ば
、

走
行
中
の
車
両
の
位
置
情
報
や
車
両
の
状
態

（
車
内
温
度
・
運
転
速
度
・
消
費
電
力
・
機

器
の
状
態
等
）
が
分
か
る
。
ま
た
従
来
は
運

転
士
が
運
転
席
の
画
面
上
で
異
常
を
発
見
し

た
場
合
、
指
令
所
に
無
線
で
報
告
し
、
指
令

所
か
ら
検
車
区
や
車
両
部
に
連
絡
す
る
と
い

う
段
階
を
経
た
が
、
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
は
約
15

秒
周
期
で
デ
ー
タ
を
送
信
し
、
本
社
や
車
両

基
地
、
指
令
所
な
ど
各
所
で
異
常
が
出
た
時

間
や
場
所
な
ど
、
詳
細
な
情
報
を
瞬
時
に
共

有
で
き
、
故
障
発
生
時
に
は
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
る
。

　乗
車
率
を
測
定
し
、
ダ
イ
ヤ
の
最
適
化
へ

デ
ー
タ
の
活
用
は
先
述
の
通
り
、
従
来
は

車
両
の
故
障
調
査
の
み
に
行
わ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
車
両
か
ら
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
送
信
さ
れ
る
膨
大
な
デ
ー
タ

を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
蓄
積
し
、
格
段
に
幅
広
い

分
野
で
活
用
で
き
る
。

「
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
各
部
門

か
ら
現
状
の
課
題
を
出
し
て
も
ら
い
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し
て
、
デ
ー
タ
活

用
に
よ
り
横
断
的
に
問
題
解
決
が
図
れ
る
こ

と
と
は
何
か
を
考
え
た
。
デ
ー
タ
あ
り
き
で

は
な
く
、
ど
う
活
用
す
る
か
が
重
要
」
と
今

村
課
長
は
語
る
。

蓄
積
デ
ー
タ
の
活
用
例
を
い
く
つ
か
紹
介

す
る
と
、
ま
ず
は
乗
車
率
分
析
が
あ
る
。
従

来
は
、
乗
車
率
は
駅
で
の
目
視
に
よ
る
カ
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新
し
い
取
り
組
み
に
果
敢
に
着
手
す
る
鉄
道
事
業
者
の
「
い
ま
」］

鉄
道
分
野
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

業
務
を
変
革
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

東
武
鉄
道
で
は
、技
術
部
門
に
お
い
て
車
上
デ
ー
タ
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」
を

導
入
し
、
各
デ
ー
タ
を
ダ
イ
ヤ
の
最
適
化
や
省
エ
ネ
運
転
の
推
進
、

状
態
基
準
保
全
（
Ｃ
Ｂ
Ｍ※

）
な
ど
へ
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
企
画
部
門
に
お
い
て
、
収
益
化
・
効
率
化
に
向
け
、

保
有
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
強
化
や
、「
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
た
乗
車
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
」
の

導
入
な
ど
を
進
め
、
部
門
横
断
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
連
携
し
な
が
ら
収
益
化
・
効
率
化
を
図
る
同
社
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
。

R
E

PO
R

T
.II

東
武
鉄
道
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ウ
ン
ト
や
改
札
機
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
た

が
、東
武
鉄
道
に
は
乗
り
入
れ
路
線
が
多
く
、

詳
細
な
調
査
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

車
両
と
台
車
の
間
に
あ
る
空
気
ば
ね
に
か
か

る
圧
力
の
数
値
か
ら
乗
車
人
数
を
割
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
曜
日
や
時
間
帯
ご
と
の
乗

車
率
を
号
車
ご
と
に
測
定
で
き
、
高
精
度
か

つ
網
羅
的
に
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
る
。

現
在
、
構
築
中
の
「
可
視
化
ツ
ー
ル
」
で

は
、
各
駅
、
各
区
間
、
各
時
間
で
の
乗
車
率

を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
の
時
間
の
ど

の
列
車
の
ど
の
車
両
を
乗
客
が
選
択
す
る
か

「
見
え
る
化
」
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
混
雑
の
平
準
化
な
ど
を
目
的
と

し
て
最
適
な
ダ
イ
ヤ
を
組
む
こ
と
が
で
き
、

ダ
イ
ヤ
改
正
後
も
乗
客
の
動
向
の
変
化
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
以
前

と
現
在
の
比
較
・
検
証
も
行
わ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
乗
車
率
は
減
少
し
た
も
の

の
、
混
雑
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
は
同
じ
で
、
乗

車
の
傾
向
に
変
化
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
う
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
減
便
し
た

場
合
の
乗
車
率
を
試
算
す
る
こ
と
で
ダ
イ
ヤ

の
最
適
化
が
実
現
で
き
、
混
雑
ピ
ー
ク
時
に

必
要
な
車
両
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
東
武
鉄
道
で
は
、
非
常
時
の
誘
導

を
行
う
添
乗
員
だ
け
が
乗
車
し
、
運
転
士
は

乗
車
し
な
い
自
動
運
転
の
検
証
を
進
め
て
い

る
。
自
動
運
転
の
課
題
の
一
つ
は
、
異
常
を

検
知
し
て
非
常
停
止
し
た
後
の
線
路
上
の
安

全
確
保
で
、
従
来
は
運
転
士
に
よ
る
目
視
で

確
認
し
運
転
再
開
す
る
が
、
自
動
運
転
で
は

Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
に
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
を
組
み

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
線
路
上
や
車
両
周
辺

の
異
常
や
障
害
物
を
検
知
し
、
遠
隔
で
確
認

し
運
転
再
開
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

「
今
後
も
ダ
イ
ヤ
改
正
後
に
、
乗
車
率
が

ど
う
変
化
す
る
か
、
施
策
が
有
効
だ
っ
た
か

な
ど
デ
ー
タ
で
確
認
し
、
変
化
の
兆
し
を
つ

か
む
こ
と
が
大
切
。
鉄
道
輸
送
は
今
後
も
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
旅
客
数
に
は
戻
ら
な
い
と
見

ら
れ
て
い
る
。
以
前
か
ら
省
力
化
、
効
率
化

を
行
っ
て
い
た
が
、
た
だ
列
車
を
減
ら
す
だ

け
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
新

技
術
活
用
に
よ
り
、
効
率
化
と
需
要
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
両

立
を
実
現
し
て
い
く
」
と
今
村
課
長
は
語
る
。

故
障
対
応
の
迅
速
化
や
省
エ
ネ
化

車
上
デ
ー
タ
有
効
活
用
の
元
来
の
目
的
は

故
障
の
予
防
で
あ
る
。
状
態
基
準
保
全
（
Ｃ

Ｂ
Ｍ
）
と
し
て
、
故
障
す
る
前
に
劣
化
を
予

測
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
、
ま
た
部
品

の
寿
命
も
予
測
で
き
る
の
で
省
コ
ス
ト
に
つ

な
が
る
。
加
え
て
、
走
行
中
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
車
両
の
状
態
を
把
握
で
き
る
た
め
、
車

両
を
留
め
置
き
せ
ず
と
も
検
査
を
行
う
（
検

車上データ有効活用システム「Remote」を導入した 70000 系車両

経営企画本部 課長

金子 悟
Satoru KANEKO
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査
の
リ
モ
ー
ト
化
）
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

今
村
課
長
は
「
こ
れ
ま
で
大
前
提
だ
っ
た

現
地
に
行
っ
て
現
物
を
見
て
の
検
査
が
、
一

部
は
遠
隔
で
で
き
る
。
当
社
は
路
線
が
長
い

の
で
、
各
地
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拠
点
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
を
集
約
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
く
る
」
と
説
明
す
る
。

ま
た
、
省
エ
ネ
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
例

え
ば
車
内
温
度
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
り
、

車
両
の
ド
ア
開
閉
に
よ
る
車
内
温
度
変
化
を

分
析
し
、
空
調
装
置
の
稼
働
率
を
調
整
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
運
転
操
作
に

よ
っ
て
消
費
電
力
量
に
大
き
な
差
が
生
じ
る

が
、
車
上
デ
ー
タ
か
ら
使
用
電
力
量
の
少
な

い
運
転
士
の
操
作
な
ど
を
抽
出
し
、
そ
れ
を

模
範
事
例
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

「
こ
う
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

漠
然
と
分
か
っ
て
い
た
事
柄
が
、
定
量
的
に

示
さ
れ
る
と
、
よ
り
納
得
感
を
持
っ
て
行
動

で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
デ
ー
タ
を

『
見
え
る
化
』
す
る
こ
と
は
有
効
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
視
点
で
省
エ
ネ
化
な
ど
の
施
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
今
村
課
長
は
語
る
。

事
業
環
境
の
変
化
に
対
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進

鉄
道
業
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
Ｄ
Ｘ
推

進
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
東

武
鉄
道
で
全
社
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
を
担
当
す
る

の
は
経
営
企
画
本
部
と
な
る
。

そ
の
一
環
で
あ
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
10
月
28

日
に
日
光
エ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
す
る
「
Ｎ
Ｉ

Ｋ
Ｋ
Ｏ 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
は
国
内
初
の
環
境
配

慮
型
観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
だ
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
以
外
に
も
、
収
益
化
・
効
率
化

の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

具
現
化
し
て
い
る
。
中
で
も
グ
ル
ー
プ
全
体

で
蓄
積
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
経

営
に
活
か
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、

そ
の
基
盤
と
な
る
の
が
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ　

Ｐ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
」（
通
称
ト
ブ
ポ
）
と
、
そ
の
中
の

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
乗
車
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
「
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
」
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
な
顧
客
接
点
と
な
る

「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ　

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
ア
プ
リ
」

東
武
鉄
道
で
は
２
０
０
４
年
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
東
武
カ
ー
ド
）
利
用
に
よ

る
東
武
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
11
月
よ
り
新

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の

が
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ　

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
ア
プ
リ
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
東
武

カ
ー
ド
保
有
者
以
外
も
利
用
が
可
能
だ
。
自

動
販
売
機
等
で
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
決
済
し
た
際
も

ポ
イ
ン
ト
の
対
象
に
な
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
し
、現
在
約
12
万
人
が
登
録
し
て
い
る
。

鉄
道
乗
車
で
た
ま
る
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル

そ
う
し
た
中
、
ト
ブ
ポ
会
員
向
け
に
今
年

10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
施
策
が
新
サ
ー

ビ
ス
「
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
」
で
あ
る
。

経
営
企
画
本
部
の
金
子
悟
課
長
は
、「
ト
ブ

乗車率データ
・ダイヤの最適化に活用

走行パターン（運転速度・消費電力）・車内温度
・省エネ運転の推進に活用

車両機器の状態データ
・状態基準保全（CBM) に活用
・点検作業の一部遠隔化に活用
⇒安全性の向上・保守作業の効率化
・乗務員と指令員、検修作業員間の情報共有の迅速化・正確化に活用
⇒車両故障発生時の支障時間の短縮

■車上データ有効活用システム「Remote」

データセンター
（クラウド等）

本社

車両基地

指令所

遠隔自動取得

高速無線

活用例

上／運転台のメーター画面　下／運転
情報が表示されたモニター画面70000 系運転台。車上データが表示される 蓄積された車上データは幅広い分野で活用される
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

ポ
マ
イ
ル
は
、
ト
ブ
ポ
開
始
前
か
ら
構
想
し

て
い
た
。
当
社
の
収
益
構
造
は
鉄
道
の
構
成

比
率
が
大
き
い
の
で
、
沿
線
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
く
上
で
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
加
入
の

入
り
口
と
し
て
鉄
道
乗
車
で
ポ
イ
ン
ト
が
つ

く
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
考
え
た
。
民
鉄
各
社

が
流
通
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
も
含
め
た
グ
ル
ー

プ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
鉄
道
に
1
回
乗
車
す
る
だ
け
で
ポ

イ
ン
ト
（
マ
イ
ル
）
が
た
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
で

も
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
入
れ
た
の

は
、
当
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と
語
る
。

マ
イ
ル
は
２
種
類
で
、「
お
で
か
け
マ
イ

ル
」
は
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ

ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
で
乗
車
す
る
と
運

賃
の
３
％
、「
リ
ピ
ー
ト
マ
イ
ル
」
は
同
一
月

内
に
同
一
運
賃
区
間
を
８
回
以
上
乗
車
す
る

と
運
賃
の
４
％
、
16
回
以
上
は
８
％
、
24
回

以
上
は
12
％
マ
イ
ル
が
付
与
さ
れ
、
２
種
類

の
併
用
で
最
大
15
％
の
マ
イ
ル
が
た
ま
る
。

ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
も
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
収
益

化
・
効
率
化
の
両
面
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
や
グ
ル
ー
プ
施
設
の
利
用
、
会
員
数
の

増
加
が
、
沿
線
に
暮
ら
す
人
た
ち
か
ら
の
よ

り
強
固
な
支
持
の
獲
得
、
グ
ル
ー
プ
利
用
の

頻
度
・
購
買
額
の
増
大
に
よ
る
収
益
化
、
さ

ら
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化
に
つ
な
が
る
。

効
率
化
の
観
点
で
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
へ
の
誘
導
が
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
発
行

の
削
減
、
人
件
費
が
か
か
る
定
期
券
発
売
所

や
、
保
守
費
用
が
か
か
る
磁
気
切
符
用
の
券

売
機
や
改
札
機
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

２
０
２
２
年
春
に
は
ピ
ー
ク
時
間
帯
を
避

け
て
乗
車
す
る
と
マ
イ
ル
が
た
ま
る
「
オ
フ

ピ
ー
ク
マ
イ
ル
（
仮
称
）」
を
開
始
す
る
。

混
雑
率
の
平
準
化
や
オ
フ
ピ
ー
ク
乗
車
に
対

す
る
マ
イ
ル
付
与
の
効
果
検
証
な
ど
は
、
Ｒ

ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
行
う
。

「
ポ
イ
ン
ト
は
お
客
さ
ま
の
行
動
変
化
を

促
す
ツ
ー
ル
。
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
個
々
の
指
向
や
行
動
を
捉
え
る
と
と
も

に
、
行
動
変
容
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
Ｒ
ｅ

ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

用
い
て
効
果
検
証
す
る
こ
と
で
、
施
策
の
効

果
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
」（
金
子
課
長
）

今
後
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て

鉄
道
事
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｄ

Ｘ
推
進
が
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
く
。

「
輸
送
の
安
全
を
守
る
現
場
の
力
を
新
し

い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
な

る
効
率
化
、
高
精
度
化
、
ま
た
収
益
化
へ
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
」（
今
村
課
長
）

「
鉄
道
は
リ
ア
ル
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
リ

ア
ル
の
中
に
デ
ジ
タ
ル
を
融
合
し
て
い
く
こ

と
で
、
リ
ア
ル
の
良
さ
が
さ
ら
に
高
ま
る
。

リ
ア
ル
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
も
、
東
武
鉄
道
ら

し
さ
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
沿
線
の
方
々

に
向
け
て
行
い
、
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
」

（
金
子
課
長
）

Ｄ
Ｘ
の
根
源
的
な
概
念
は
「
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
発
生
す
る
、
あ
る
い
は

良
い
影
響
を
与
え
る
変
化
」
と
い
う
こ
と
だ

が
、
東
武
鉄
道
の
取
り
組
み
は
ま
さ
に
そ
れ

を
具
現
化
し
て
い
る
。

上／すでに約 12 万人が登録する「トブポ」　左／東武グループ
のさまざまな施設の利用でポイントがたまり、ポイントが使える
下／お得なクーポンもアプリ上で配信される

鉄道に乗車するだけでマイルがたまる「トブポマイル」。マイルは
TOBU POINT に交換して特急券の購入などに利用できる。


